






様式３－２別紙１

２．追加性に関する情報

1
川辺木質バイオマス熱電供給設備
（2014年度第3-4四半期)

岐阜県加茂郡川辺町上川辺252番1 流動層ボイラー 111.1GJ/h 平成19年6月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 189,971,784 4,407,574 148,170,353 0.0678 0.92022 534,439 534,878 99.91% 0.0736 10,895,523 2014年10月1日 2015年3月31日

2
川辺木質バイオマス熱電供給設備
（2015年度)

岐阜県加茂郡川辺町上川辺252番1 流動層ボイラー 111.1GJ/h 平成19年6月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 357,630,654 8,815,842 274,021,209 0.0678 0.92022 1,130,494 1,130,759 99.97% 0.0736 20,161,910 2015年4月1日 2016年3月31日

3
川辺木質バイオマス熱電供給設備
（2016年度第2-4四半期)

岐阜県加茂郡川辺町上川辺252番1 流動層ボイラー 111.1GJ/h 平成19年6月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 111,903,922 2,803,600 85,314,580 0.0678 0.92022 310,001 310,127 99.95% 0.0736 6,276,013 2016年7月1日 2017年3月31日

4
川辺木質バイオマス熱電供給設備
（2017年度第2-4四半期)

岐阜県加茂郡川辺町上川辺252番1 流動層ボイラー 111.1GJ/h 平成19年6月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 98,104,904 2,482,580 74,560,116 0.0678 0.92022 319,315 319,413 99.96% 0.0736 5,485,429 2017年7月1日 2018年3月31日

5
川辺木質バイオマス熱電供給設備
（2018年度)

岐阜県加茂郡川辺町上川辺252番1 流動層ボイラー 111.1GJ/h 平成19年6月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 50,406,223 1,321,903 37,869,295 0.0678 0.92022 158,114 158,181 99.95% 0.0736 2,785,786 2018年4月1日 2019年3月31日

6
川辺木質バイオマス熱電供給設備
（2019年度第1-3期)

岐阜県加茂郡川辺町上川辺252番1 流動層ボイラー 111.1GJ/h 平成19年6月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 91,626,372 2,518,610 67,739,875 0.0678 0.92022 310,076 310,224 99.95% 0.0736 4,983,161 2019年4月1日 2019年12月31日

7
川辺木質バイオマス熱電供給設備
（2020年度第1-3期)

岐阜県加茂郡川辺町上川辺252番1 流動層ボイラー 111.1GJ/h 平成19年6月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 38,213,629 1,175,885 27,061,536 0.0678 0.92022 123,104 123,165 99.95% 0.0736 1,990,733 2020年4月1日 2020年12月31日

8
能代森林資源利用協同組合熱電供給
設備
（2019年度第1四半期）

秋田県能代市鰄渕字亥の台２番地６ 流動層ボイラー 87.0 GJ／h 平成15年2月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 184,035,794 4,778,131 138,720,000 0.0678 0.92022 - - 100% 0.0736 10,209,792 2019年4月1日 2020年3月31日

9
能代森林資源利用協同組合熱電供給
設備
（2020年度)

秋田県能代市鰄渕字亥の台２番地６ 流動層ボイラー 87.0 GJ／h 平成15年2月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 91,554,434 2,341,673 69,346,008 0.0678 0.92022 - - 100% 0.0736 5,103,866 2020年4月1日 2020年9月30日

10
能代森林資源利用協同組合熱電供給
設備
（2021年度)

秋田県能代市鰄渕字亥の台２番地６ 流動層ボイラー 87.0 GJ／h 平成15年2月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 166,965,239 4,528,283 124,019,004 0.0678 0.92022 - - 100% 0.0736 9,127,798 2021年4月1日 2022年3月31日

11
津別単板協同組合
バイオマスエネルギーセンター
（2015年度）

北海道網走郡津別町字達美168番地
自然循環式ボイ
ラー

181.1GJ/h 平成19年11月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 416,547,065 7,827,368 342,312,307 0.0693 0.92512 - - 100% 0.0749 25,639,191 2015年4月1日 2016年3月31日

12
津別単板協同組合
バイオマスエネルギーセンター
（2016年度第1四半期）

北海道網走郡津別町字達美168番地
自然循環式ボイ
ラー

181.1GJ/h 平成19年11月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 124,289,378 1,941,568 105,875,548 0.0693 0.92512 - - 100% 0.0749 7,930,078 2016年4月1日 2016年6月30日

13
津別単板協同組合
バイオマスエネルギーセンター
（2017年度第2四半期）

北海道網走郡津別町字達美168番地
自然循環式ボイ
ラー

181.1GJ/h 平成19年11月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 105,411,491 1,751,528 88,800,000 0.0693 0.92512 - - 100% 0.0749 6,651,120 2017年7月1日 2017年9月30日

14
セイホクバイオマス熱電供給設備
（2018年度第2四半期）

宮城県石巻市潮見町2番地1 流動層ボイラー 70.0GJ/h 平成17年9月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 26,538,349 477,598 22,008,810 0.0693 0.92512 59,773 59,791 99.96% 0.0749 1,647,800 2018年7月1日 2018年9月30日

15
セイホクバイオマス熱電供給設備
（2019年度第1四半期）

宮城県石巻市潮見町2番地1 流動層ボイラー 70.0GJ/h 平成17年9月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 53,375,433 934,893 44,508,908 0.0693 0.92512 104,350 104,368 99.98% 0.0749 3,333,050 2019年4月1日 2019年6月30日
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該当する追加性要件
　（ａ）当該設備の建設における主要な要素
　（ｂ）当該設備のグリーン熱の維持に貢献
　（ｃ）当該設備以外のグリーン熱の拡大に貢献

３．１
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１．１
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１．３
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１．４
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１．５
運転開始（予定）
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様式１－２別紙１添付 

種別方法論名称：バイオマス熱（木質バイオマス蒸気供給施設（熱電供給システム）） 

熱 設 備 名 称：川辺木質バイオマス熱電供給設備 

 

１．計量体制 

 

２．モニタリング方法および提出書類 

記号 定義 モニタリング方法 提出書類 

QBL バイオマス熱生

成実施期間にお

ける流量計で計

測した流量を比

エンタルピーに

乗じて算定され

た生成熱量から、

当該熱量の生成

過程において燃

料以外で外部か

ら投入された熱

量、および明らか

に利用されてい

ないことが判明

している供給蒸

気の熱量を除い

以下の計算式にて算出。 

① 蒸気供給点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ×②蒸気供給点流量 

－③ﾎﾞｲﾗ給水点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ×④ﾎﾞｲﾗ給水点流量 

 

① 蒸気供給点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ 

発電所月報のﾌﾟﾛｾｽ蒸気圧力とﾀｰﾋﾞﾝ抽気減温か

ら、1999日本機械学会蒸気表を用いて算出。ﾌﾟﾛ

ｾｽ蒸気圧力は発電所月報における稼働日の月平

均値(小数点第4位切上)を求め、これに標準大気圧

(0.101325MPa)を加算した絶対圧力の数値(小数

点第3位切上)とする。ﾀｰﾋﾞﾝ抽気減温は、発電所

月報における稼働日の月平均値(小数点第2位切

捨)とする。なお、稼働日は発電所月報における

ﾌﾟﾛｾｽ蒸気積算が0以上の場合とする。 

 

 

発電所月報 

計量体制（管理体制） 

（１）計量器維持・管理 

責任者 実施者 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

（２）データの測定 

責任者 実施者 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

（３）報告書の作成 

報告書作成者 
×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

報告書最終承認者 
×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

報告書受領者（証書発行事業者） ×××××××××××× ×××× ×× ×× 



様式１－２別紙１添付 

た生成熱量 ②蒸気供給点流量 

発電所月報におけるﾌﾟﾛｾｽ蒸気積算とする。 

③ ﾎﾞｲﾗ給水点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ 

発電所月報の脱気器出口給水温度を飽和水温度

とし、1999日本機械学会蒸気表を用いて算出。脱

気器出口給水温度は、発電所月報における稼働日

の月平均値(小数点第2位切捨)とする。なお、稼働

日は発電所月報におけるﾌﾟﾛｾｽ蒸気積算が0以上

の場合とする。 

④ﾎﾞｲﾗ給水点流量 

発電所月報におけるﾎﾞｲﾗｰ給水流量とする。 

 

EPS バイオマス熱生

成実施期間にお

ける補機消費電

力量 

発電所月報にて稼働日を確認して24時間を乗じた

うえ、補機定格出力1049.45kWを乗じた値。 
発電所月報 

SB 投入燃料に占め

るバイオマス比

率 

投入木質発熱量／（投入木質発熱量＋投入燃料発熱

量）により算出する。投入木質発熱量の算定に用い

るﾊﾞｲｵﾏｽ発熱量は、「低位発熱量（dry）×（1-水分

率）×ﾊﾞｲｵﾏｽ投入量」により算出する。投入燃料発

熱量の算定に用いるA重油発熱量は、資源ｴﾈ庁「2005

年度以降適用する標準発熱量の検討結果と改訂値

について」における値（39,100kJ/㍑×低位換算0.95）

を用いる。ﾊﾞｲｵﾏｽ投入量は、川辺ﾊﾞｲｵﾏｽ発電㈱によ

るFIT請求書の計算書「燃料使用量-今月使用量」を

用いる。 

発電所月報 

分析結果報告書 

FIT 請求書の 

計算書 

 

 

以上 



様式３－２別紙１添付 

種別方法論名称：バイオマス熱（木質バイオマス蒸気供給施設（熱電供給システム）） 

熱 設 備 名 称：能代森林資源利用協同組合熱電供給設備 

 

１．計量体制 

 

２．モニタリング方法および提出書類 

記号 定義 モニタリング方法 提出書類 

QBL バイオマス熱生

成実施期間にお

ける流量計で計

測した流量を比

エンタルピーに

乗じて算定され

た生成熱量から、

当該熱量の生成

過程において燃

料以外で外部か

ら投入された熱

量、および明らか

に利用されてい

ないことが判明

している供給蒸

気の熱量を除い

た生成熱量 

以下の計算式にて算出。 

①蒸気供給点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ×②蒸気供給点流量 

－③ﾌﾟﾛｾｽﾘﾀｰﾝ点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ×④ﾌﾟﾛｾｽﾘﾀｰﾝ点流量 

－⑤給水装置給水点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ×⑥給水装置給水量 

 

①蒸気供給点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ 

発電所月報のﾌﾟﾛｾｽ蒸気圧力とﾌﾟﾛｾｽ蒸気減温後

蒸気温度から、1999日本機械学会蒸気表を用いて

算出。ﾌﾟﾛｾｽ蒸気圧力は発電所日報の有効となる

時間帯の蒸気供給点圧力(ｹﾞｰｼﾞ圧力)の日平均値

(小数点第4位切上)を求め、さらに日平均値から月

平均値(小数点第4位切上)を求め、これに標準大気

圧(0.101325MPa)を加算した絶対圧力の数値(小

数点第3位切上)とする。ﾌﾟﾛｾｽ蒸気減温後蒸気温

度は、発電所日報の蒸気供給点温度の日平均値

(小数点第3位切捨)を求め、さらに日平均値から求

めた月平均値(小数点第2位切捨)とする。 

②蒸気供給点流量 

発電所月報および日報にて確認 

発電所月報(写) 

発電所日報(写) 

計量体制（管理体制） 

（１）計量器維持・管理 

責任者 実施者 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

（２）データの測定 

責任者 実施者 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

（３）報告書の作成 

報告書作成者 ×××××××××××× ×××× ×× ×× 

報告書最終承認者 ×××××××××××× ×××× ×× ×× 

報告書受領者（証書発行事業者） ×××××××××××× ×××× ×× ×× 



様式３－２別紙１添付 

③ﾌﾟﾛｾｽﾘﾀｰﾝ点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ 

発電所月報のﾌﾟﾛｾｽﾘﾀｰﾝ点温度を飽和水温度と

し、1999日本機械学会蒸気表を用いて算出。ﾌﾟﾛ

ｾｽﾘﾀｰﾝ点温度は、発電所日報の有効となる時間帯

のﾌﾟﾛｾｽﾘﾀｰﾝ点温度の日平均値(小数点第3位切上)

を求め、さらに日平均値から求めた月平均値(小

数点第2位切上)とする。 

④ﾌﾟﾛｾｽﾘﾀｰﾝ点流量 

発電所月報および日報にて確認。 

⑤給水装置給水点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ 

発電所月報の給水装置温度を飽和水温度とし、

1999日本機械学会蒸気表を用いて算出。給水装置

温度は、発電所日報の有効となる時間帯の給水装

置温度の日平均値(小数点第3位切捨)を求め、さら

に日平均値から求めた月平均値(小数点第2位切

捨)とする。 

⑥給水装置給水量 

発電所月報および日報にて確認。 

なお、有効となる時間帯とは、発電所日報のﾌﾟﾛｾｽ

蒸気圧力が1.96MPa以上の時間帯とする。 

EPS バイオマス熱生

成実施期間にお

ける補機消費電

力量 

補機容量(735kW)に稼働時間を乗じた値。なお、1

時間未満は切上とする。 発電稼動記録

(写) 

SB 投入燃料に占め

るバイオマス比

率 

助燃剤は使用されていないため、バイオマス比率は

100%とする。 

（現地調査にて確認済） 

－ 

 

以上 



様式１－２別紙１添付 

種別方法論名称：バイオマス熱（木質バイオマス蒸気供給施設（熱電供給システム）） 

熱 設 備 名 称：津別単板協同組合バイオマスエネルギーセンター 

 

１．計量体制 

 

２．モニタリング方法および提出書類 

記号 定義 モニタリング方法 提出書類 

QBL バイオマス熱生

成実施期間にお

ける流量計で計

測した流量を比

エンタルピーに

乗じて算定され

た生成熱量から、

当該熱量の生成

過程において燃

料以外で外部か

ら投入された熱

量、および明らか

に利用されてい

ないことが判明

している供給蒸

気の熱量を除い

以下の計算式にて算出。 

① 蒸気供給点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ×②蒸気供給点流量 

－③ﾎﾞｲﾗ給水点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ×④ﾎﾞｲﾗ給水点流量 

 

① 蒸気供給点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ 

ﾎﾞｲﾗ運転管理報の低圧蒸気溜め圧力と低圧蒸気

溜め蒸気温度から、1999日本機械学会蒸気表を用

いて算出。低圧蒸気溜め圧力はﾎﾞｲﾗ運転管理報に

おける稼働日の月平均値(小数点第4位切上)を求

め、これに標準大気圧(0.101325MPa)を加算した

絶対圧力の数値(小数点第3位切上)とする。低圧蒸

気溜め蒸気温度は、ﾎﾞｲﾗ運転管理報における稼働

日の月平均値(小数点第2位切捨)とする。なお、稼

働日は熱電供給事業者内部で作成されるｶﾚﾝﾀﾞｰ

や通達等にて確認する。 

 

ﾎﾞｲﾗ運転管理

報 

計量体制（管理体制） 

（１）計量器維持・管理 

責任者 実施者 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

（２）データの測定 

責任者 実施者 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

（３）報告書の作成 

報告書作成者 
×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

報告書最終承認者 
×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

報告書受領者（証書発行事業者） ×××××××××××× ×××× ×× ×× 



様式１－２別紙１添付 

た生成熱量 ②蒸気供給点流量 

ﾎﾞｲﾗ運転管理報における送気流量とする。 

③ ﾎﾞｲﾗ給水点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ 

ﾎﾞｲﾗ運転管理報の給水ﾎﾟﾝﾌﾟ入口温度を飽和水温

度とし、1999日本機械学会蒸気表を用いて算出。

給水ﾎﾟﾝﾌﾟ入口温度は、ﾎﾞｲﾗ運転管理報における

稼働日の月平均値(小数点第2位切捨)とする。な

お、稼働日は熱電供給事業者内部で作成されるｶﾚ

ﾝﾀﾞｰや通達等にて確認する。 

④ﾎﾞｲﾗ給水点流量 

ﾎﾞｲﾗ運転管理報におけるﾎﾞｲﾗｰ給水流量とする。 

 

EPS バイオマス熱生

成実施期間にお

ける補機消費電

力量 

発電機盤にて稼働時間をﾒｰﾀｰ写真で確認して補機

定格出力1198.5kWを乗じた値。 発電機盤稼働

時間写真 

SB 投入燃料に占め

るバイオマス比

率 

助燃剤は使用されていないため、バイオマス比率は

100%とする。 － 

 

以上 



様式３－２別紙１添付 

種別方法論名称：バイオマス熱（木質バイオマス蒸気供給施設（熱電供給システム）） 

熱 設 備 名 称：セイホクバイオマス熱電供給設備 

 

１．計量体制 

 

２．モニタリング方法および提出書類 

記号 定義 モニタリング方法 提出書類 

QBL バイオマス熱生

成実施期間にお

ける流量計で計

測した流量を比

エンタルピーに

乗じて算定され

た生成熱量から、

当該熱量の生成

過程において燃

料以外で外部か

ら投入された熱

量、および明らか

に利用されてい

ないことが判明

している供給蒸

気の熱量を除い

た生成熱量 

以下の計算式にて算出。 

① 蒸気供給点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ×②蒸気供給点流量 

－③ﾎﾞｲﾗｰ給水点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ×④ﾎﾞｲﾗｰ給水点流量 

 

① 蒸気供給点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ 

DCS運転記録のﾀｰﾋﾞﾝﾊﾞｲﾊﾟｽ蒸気圧力とﾌﾟﾛｾｽ蒸

気温度から、1999日本機械学会蒸気表を用いて算

出。ﾀｰﾋﾞﾝﾊﾞｲﾊﾟｽ蒸気圧力はDCS運転記録におけ

る稼働日の月平均値(小数点第4位切上)を求め、こ

れに標準大気圧(0.101325MPa)を加算した絶対

圧力の数値(小数点第3位切上)とする。ﾌﾟﾛｾｽ蒸気

温度は、DCS運転記録における稼働日の月平均値

(小数点第2位切捨)とする。なお、稼働日はDCS

運転記録における主蒸気圧力が4MPa以上の場合

とする。 

②蒸気供給点流量 

DCS運転記録における抽気蒸気流量（積算）とす

る。 

③ ﾎﾞｲﾗｰ給水点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ 

DCS 運転記録 

計量体制（管理体制） 

（１）計量器維持・管理 

責任者 実施者 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

（２）データの測定 

責任者 実施者 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

×××××××××××× 

×××× ×× ×× 

（３）報告書の作成 

報告書作成者 ×××××××××××××× ×××× ×× ×× 

報告書最終承認者 ×××××××××××××× ×××× ×× ×× 

報告書受領者（証書発行事業者） ×××××××××××× ×××× ×× ×× 



様式３－２別紙１添付 

DCS運転記録のﾎﾞｲﾗｰ給水温度を飽和水温度と

し、1999日本機械学会蒸気表を用いて算出。ﾎﾞｲ

ﾗｰ給水温度は、DCS運転記録における稼働日の月

平均値(小数点第2位切捨)とする。なお、稼働日は

DCS運転記録におけるﾌﾟﾛｾｽ蒸気圧力が4MPa以

上の場合とする。 

④ﾎﾞｲﾗｰ給水点流量 

DCS運転記録におけるﾎﾞｲﾗｰ給水流量（積算）と

する。 

 

EPS バイオマス熱生

成実施期間にお

ける補機消費電

力量 

DCS運転記録より補機使用電力量を確認 

DCS 運転記録 

SB 投入燃料に占め

るバイオマス比

率 

投入木質発熱量／（投入木質発熱量＋投入燃料発熱

量）により算出する。投入木質発熱量の算定に用い

るﾊﾞｲｵﾏｽ発熱量は、試験報告書等の値から「{低位発

熱量（dry）×（1-水分率）－2,500×水分率}×ﾊﾞｲ

ｵﾏｽ投入量」により算出する。 

燃料チップ・Ａ

重油在庫表 

 

以上 


















